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問　題

　子どもが他者の感情や欲求、意図を理解した
り、心の理論を持つとことは、社会性を身につけ
ていく上で重要な能力である。これまでの研究で
は、子どもは 18ヶ月までに自分の欲求と他者の
欲求が異なることを認識し（Repacholi & Gopnik, 

1977）、2～ 3歳頃までには自分と他者の感情が
異なることを理解する（Denham, 1986; Wellman & 

Banerjee, 1991）ことが示されている。また、心
の理論については、誤信念課題と呼ばれるテスト
によって、多くの子どもは 4歳になるまでは他者
の現実とは異なる誤った信念について理解するこ
とは難しいことが明らかにされている（Wellman 

et al., 2001）。
　近年では、このような子どもの他者理解能力の
発達に影響する要因について盛んに調べられてお
り、特に家庭での内的状態についての会話が注目
されている。母親が感情について言及することは、
子どもの感情理解を促し（La Bounty et al., 2008; 

Dunn, Brown, & Beardsall, 1991）、40ヶ月時点の
子どもの誤信念理解を促すこと（Dunn, Brown, 

Slomkowski, Tesla, & Youngblade, 1991）、15 ヶ 月
時点で母親が欲求について言及することは、後
の子どもの感情理解を促すこと（Taumoepeau & 

Ruffman, 2006）、母親が「思う」「考える」などの
思考状態（注：これは“metal state”と呼ばれる
もので、通常は“心的状態”と訳されるが、本研
究では欲求、感情状態といった他の心の状態につ
いても扱うため、区別を明確にするために“思考
状態”という言葉で統一して先行研究の表記を行
う）について言及することは、子どもの誤信念理
解と感情理解を促すこと（Ensor & Hughes, 2008）
などが示されている。日本で行われた研究では、
ごっこ遊び場面と本読み場面での母親の思考状態

についての言及は子どもの誤信念理解と関連し、
本読み場面での思考状態についての言及は子ども
の欲求理解と関連することが示されている（園田 , 

1999）。母親以外では、父親が欲求や感情につい
て言及することは、子どもの誤信念理解を促し
（La Bounty et al., 2008）、きょうだいとの感情につ
いての会話は子どもの誤信念理解（Dunn, Brown, 

Slomkowski, Tesla, & Youngblade, 1991）、感情理解
（Dunn, Brown, & Beardsall, 1991）を促すことなど
が示されている。
　内的状態についての会話は家庭以外でも見ら
れ、3歳時点での友だちとの思考状態についての
会話は 13ヵ月後の誤信念理解を予測し（Hughes 

& Dunn, 1998）、3歳児の誤信念課題の成績の良さ
は友だちとの会話における思考状態に関する発話
の多さと関連すること（Brown, Donelan-McCall, 

& Dunn, 1996）が示されている。さらに、子ども
の内的状態についての会話や他者理解能力は仲間
関係における社会的スキルと関連し、40ヵ月時
の感情理解能力や誤信念理解能力は 7ヵ月後の友
だちとのふり遊びを含む“つながりのあるコミュ
ニケーション”を予測し（Slomkowski & Dunn, 

1996）、3～ 6歳児の誤信念理解は教師が評定す
る仲間への社会的スキルと関連すること（Watson 

et al., 1999; 森野・早瀬 , 2005）、感情理解は年少
児の社会的スキルと関連すること（森野・早瀬 , 

2005）がそれぞれ示されている。また、思考状
態に多く言及することは友だちとの協調的やり
とりと関連し（Brown, Donelan-McCall, & Dunn, 

1996）、他者の感情状態について言及することが
多い子どもは友だちからより好かれる（Fabes et 

al., 2001）など、内的世界への理解を示す発話は
子どもが仲間との対人的なやりとりを構築する上
で効果的な役割を果たすことが示唆されている。
　このように、幼児期は家庭での内的状態に関す

幼児の他者理解能力と仲間との内的状態についての会話の関連

Social Understandings and Internal State Talk with Peers 
in Yong Children.

園田　菜摘



園田　菜摘74

る会話から内的世界への理解が始まる時期であ
り、内的世界への理解は仲間とのやりとりにおい
てポジティブに働くと考えられる。しかし、幼児
期の子どもが仲間とのやりとりの中でどのように
他者理解能力を発揮し、それが後の他者理解能力
の発達にどのようにつながるのか、といった縦断
的な研究についてはまだ数が少なく、不明な点が
多い。Hughes & Dunn （1998）は、縦断研究によ
り 3歳、4歳、5歳時点において設定場面でのペ
アとなった仲間との思考状態についての会話、誤
信念理解、感情理解について検討し、3歳時点で
の思考状態についての会話のみが 5歳時点での誤
信念理解を促すことを明らかにしたが、日本にお
いても同様に、仲間との思考状態に関する会話が
後の誤信念理解を促すのか検討を行う必要がある
だろう。さらに、設定場面ではなく日常的な友だ
ちとのやりとりの中で、思考状態以外も含めた内
的状態について会話をすることが、子どもの内的
世界への理解を一層深めていき、後の他者理解能
力の発達につながる可能性も十分に考えられる。
　そこで本研究では、初めて集団生活を経験する
幼稚園年少児を対象に、入園した時点での他者理
解能力を測定し、その能力が仲間との日常的なや
りとりの中での内的状態への会話においてどのよ
うに発揮されるのかを調べ、さらに入園時点での
他者理解能力、仲間との内的状態についての会話
それぞれが後の他者理解能力の発達にどのように
つながるかについて、縦断的に検討することを目
的とする。また、他者理解能力につながる要因と
して、子どもが 33ヵ月時点での母親やきょうだ
いとのふり遊びが 40ヵ月時点での誤信念理解、
感情理解能力を予測する（Youngblade & Dunn, 

1995）など、ふり遊びの重要性も指摘されている。
このことから、本研究では友だちとのふり遊びの
中での会話についても併せて取り上げ、ふり遊び
が子どもの他者理解能力の発達にどのように関連
するかについても検討を行っていくこととする。

方　法

１．調査対象
　本研究では、山形市内の公立幼稚園（3年保育）
の 3歳児クラスに新しく入園した子ども 21名（男
児 10名、女児 11名）を対象とした。平均月齢は
3歳9ヶ月（レンジ3歳4ヶ月～4歳2ヶ月）だった。

２．調査時期
　本研究では、仲間関係の中での他者理解能力と
子どもの発話との関係を調べるために、面接によ
る他者理解能力の測定を縦断的に 2回行い、1回
目と 2回目の他者理解能力の測定の間に観察によ
る子どもの発話の測定を行った。調査時期は、1

回目の他者理解能力の測定が 2003年 6月、観察
による子どもの発話の測定が同年 6月～ 7月、2

回目の他者理解能力の測定が同年 10月～ 11月
だった。

３．調査手続き
　（1）他者理解能力の測定
　子どもの他者理解能力を測定するために、感情
理解能力、欲求理解能力、誤信念理解能力それぞ
れの測定を個別面接法により行った。測定の順番
は、園田（1999）に準じて、感情理解、欲求理解、
誤信念理解の順で行った。
＜感情理解能力＞感情理解能力の測定について
は、Denham（1986）を参考にした園田（1999）
に基づき、ラベリング課題と視点獲得課題が行わ
れた。ラベリング課題とは、4つの表情（喜び、
悲しみ、怒り、恐れ）が描かれた 4枚の絵が 1枚
ずつ子どもに提示され、それぞれの顔がどのよう
な気持ちを表しているかが尋ねられ、次に、調査
者が「うれしい顔はどれ？」などの質問を行い、
子どもに 4枚の絵カードから適すると思うものを
選ばせるものである。子どもが正答をした場合に
は 2点、ポジティブ／ネガティブの範囲で合って
いる解答をした場合には１点が与えられた（16

点満点）。正答できなかった場合には、調査者が
正答を教示した。その後、視点獲得課題が行われ
た。これは、情動が喚起されるような 16個のス
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トーリーを指人形を用いて調査者が声や動作を
使って表現し、主人公である人形がどのように感
じているかを子どもに答えさせるものである。16

個のストーリーのうち 8個は、ほとんどの人と同
じ感情を人形も感じるもので（「飼っていた小鳥
が死んで悲しむ」など）、残りの 8個は、普通感
じるのとは逆の感情を人形が感じるという設定で
ある（「医者に注射されることになって喜ぶ」な
ど）。各ストーリーの順序は、子ども毎にランダ
ムに提示されたが、感情の残存効果を考慮して、
最後のストーリーはポジティブな感情になるよう
にした。ストーリーを実演した後、子どもに「こ
の時、この子はどんな気持ちかな？」と尋ね、ラ
ベリング課題で用いた絵カードから適すると思う
表情を選ばせた。子どもが正しい表情を選んだ場
合は 2点、ポジティブ／ネガティブの範囲で合っ
ている表情を選んだ場合は 1点が与えられた（32

点満点）。
＜欲求理解能力＞欲求理解能力の測定について
は、Bartsch & Wellman（1989）を参考にした園田
（1999）に基づき、絵カードに描かれた主人公の
行動から欲求を推測させる欲求理解課題が行われ
た。これは、6枚の絵カードにそれぞれ別々の主
人公がある行為をしている絵が描かれており、そ
の絵カードを 1枚ずつ提示しながら調査者が主人
公の行為を説明し、子どもにその行為の理由を尋
ねるものである。6枚の絵カードのうち 3枚は通
常の欲求を示したものであり（「女の子がアイス
クリーム屋に向かって歩いている」など）、残り
の 3枚は変則的な欲求を示したものである（「ヘ
ビが嫌いな男の子がヘビを触ろうとしている」な
ど）。各カードの順序は、子ども毎にランダムに
提示された。調査者が主人公の行為を説明した
後に、「どうしてこの子はそんなことをしている
の？」と尋ね、子どもが主人公の欲求に言及して
行為を説明した場合（「～したかったから」「欲し
かったから」など）、1点が与えられた（6点満点）。
子どもの解答が主人公の欲求に言及したものでな
かった場合には、「この子はどうしたいのかな？」
と一度だけ促しの質問を行った。
＜誤信念理解能力＞誤信念理解能力の測定につい
ては、Bartshc & Wellman（1989）を参考にした園

田（1999）に基づき、予測課題と説明課題が行わ
れた。始めに、他者の誤信念が生じる状況を子ど
もに理解させるために、絵（例えば、色鉛筆）の
付いている箱の中身は空で、絵の付いていない箱
に中身が入っている、2つの同じ大きさの箱を提
示した。まず調査者が「色鉛筆の箱はどちらだと
思う？」と子どもに尋ね、どちらかの箱を選ばせ、
そして子どもに箱の中身を確かめさせた。次に、
人形を登場させ、子どもの前で他者の誤信念が起
こる状況を作った。予測課題では、箱の中身を必
要としている人形がどちらの箱を探すかを子ども
に予測させた（例えば、「この女の子が色鉛筆で
お絵かきをしようと思ってやって来ました。この
女の子はどちらの箱を探すでしょう？」）。子ども
がどちらかの箱を選んだ後で、子どもが中身につ
いての正しい記憶を持っていることを確かめるた
めに、「この箱を開けたら、この子はそれを見つ
けることはできる？」と尋ねた。説明課題では、
人形が、絵は付いているが中身は入っていない箱
を開けようとするのを示した後で、「どうしてこ
の子はこっちの箱を取ったの？」と子どもにその
行動の理由を説明させた。子どもが人形の誤信念
に言及しなかった場合は、「この子は頭の中でど
んな風に思っているの？」と一度だけ促しの質問
を行った。子どもが答えた後で、箱の中身の正し
い記憶を持っているかを確かめた。課題には 4種
類の箱（色鉛筆、バンドエイド、粘土、ピーナッ
ツ）が使われ、それぞれ同じ大きさの何も描かれ
ていない箱と組み合わせて提示した。それぞれ 4

つの箱について、予測課題と説明課題とが交互に
なるように 3回ずつ順番に行っていったが、子ど
もが何も描かれていない箱に必ず中身が入ってい
ると単純に考えないように、3番目の箱について
は絵が描かれている方に実際に中身を入れ、分析
には入れなかった。そのため、予測課題が計 4回、
説明課題が計 5回行われた。同じ種類の箱につい
ては、課題毎に異なる人形を用い、箱の種類は子
ども毎にランダムな順序で提示された。予測課題
では、子どもが正しい箱（絵が描かれているが中
身の入っていない箱）を選ぶと予測した場合に 1

点が与えられ（4点満点）、説明課題では、子ど
もが人形の誤信念に言及して説明した場合（例え
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ば、「この子はこっちの箱に色鉛筆が入っている
と思っているから」）、1点が与えられた（5点満
点）。
（2）発話の測定
　自然場面での子どもの発話を測定するために、
幼稚園の自由遊び場面での観察調査を行った。子
ども 1名に対する１回の観察時間を 15分間とし、
3回（計 45分間）の観察をそれぞれ別の日に行っ
た。3名の観察者がそれぞれ 1名ずつ子どもに付
き、子どもの会話や独り言を全て ICレコーダー
に録音し、それと同時に子どもの行動や一緒に遊
んでいる友達、保育者とのやりとりなどを記録用
紙に記入した。3回の観察において、できるだけ
1人の子どもに同じ観察者が付かないよう配慮さ
れた。観察された記録から、子どもの発話を全て
プロトコルに起こし、発話数、内的状態言葉、ふ
り・見立て発話について、プロトコルから分析を
行った。
＜発話数＞発話数については、子どもの発話の数
を文単位でカウントした。
＜内的状態言葉＞内的状態言葉については、
Brown & Dunn（1991）を参考にした園田・無藤
（1996）に基づき、欲求（ほしい、～したい、な
ど）、感情状態（嬉しい、悲しい、嫌い、恥ずか
しい、など）、思考状態（知っている、思う、わ
かる、など）の３つに分けて、それぞれの内的状
態言葉の発話頻度をカウントした。
＜見立て・ふり発話＞見立て発話とは、ある物を
別の物に見立てている発話のことであり（例えば、
砂遊びで「今、川を作っています」、粘土遊びで「こ
れ、ハートのクッキーだよ」など）、その頻度を
カウントした。ふり発話とは、ごっこ遊び場面な
どで何かになりきって発している言葉であり（例
えば、運転手になりきって「みなさん、降りてく
ださい」、お店屋さんごっこで「ミルクティー飲
んでください」など）、その頻度をカウントした。
　これらの発話の分析については、1人の評定
者が分析した後で、もう 1人の評定者が全体の

30%を独立して評定した。その結果、2人の評定
者間の一致率は全てカッパ係数 0.86以上だった。

結　果

１．子どもの月齢・性別との関連
　1回目と 2回目の他者理解の課題場面（感情理
解、欲求理解、誤信念理解）、観察場面での発話（発
話数、内的状態言葉、見立て・ふり発話）につい
て、子どもの月齢、性別との関連があるかどうか
の分析を行った。
　まず月齢については、相関分析の結果、観察場
面でのふり発話（r=.47, p<.05）、誤信念理解の 2

回目の予測課題（r=.45, p<.05）との間にそれぞれ
正の相関が示され、月齢が高いほど自由遊び場面
でのふり発話が多く、2回目の予測課題の成績が
高いことが示された。
　性別については、観察場面での内的状態言葉へ
の言及についてのみ性差が示され、女児の方が男
児よりも自由遊び場面で欲求に言及することが
多いことが示された（女児：M=15.00, SD=12.87、
男児：M=5.27, SD=3.58、t=2.31, p<.05）。

２．1回目と 2回目の他者理解能力間の関連
　本研究では、4～ 5ヶ月の期間をあけて、同一
の他者理解課題を 2回行っているため、1回目と
2回目の得点間に高い関連が示される可能性があ
る。そこで、1回目と 2回目の他者理解課題の得
点間の相関を見たところ（Table1参照）、同一の
課題内で相関が示されたのは、感情理解の視点獲
得課題と誤信念理解の説明課題のみだった。一方、
1回目の感情理解（ラベリング課題と視点獲得課
題）の得点が高いと 2回目の誤信念理解の説明課
題の得点が高く、1回目の欲求理解課題の得点が
高いと 2回目の感情理解（ラベリング課題と視点
獲得課題）の得点が高く、1回目の誤信念理解の
説明課題の得点が高いと 2回目の感情理解の視点
獲得課題、誤信念理解（予測課題、説明課題）の
得点が高くなることが、それぞれ示された。
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３．他者理解能力と発話との関連
　他者理解能力の高さがその後の自由遊び場面で
の発話とどのように関連するかについて、まず 1

回目の他者理解能力と発話との相関についてを調
べた。その結果（Table2参照）、感情理解のラベ
リング課題の得点が高いほど、自由遊び場面での
発話総数、欲求への言及、ふり発話が多いことが

それぞれ示された。また、欲求理解の得点が高い
ほど、自由遊び場面でのふり発話が多いことが示
された。さらに、誤信念理解の説明課題の得点が
高いほど、自由遊び場面での発話総数、欲求への
言及、思考状態への言及、ふり発話が多いことが
それぞれ示された。
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Table2. 1 回目の他者理解能力と発話の相関  
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    .01        -.31 

 

    -.05       .03 

    .46*       .10 

 

  .42+ 

  

 .23 

  .34 

  -.05 

 

  .08 

  .52* 

 

   -.27       .68** 

    

-.15       .58** 

   -.24       .24 

    .06       .45* 

 

    -.07      .18 

    -.13      .63** 

                                               ** p<.01, * p<.05, + p<.10  
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　次に、自由遊び場面での発話がその後の他者理
解能力にどのように関連するかについて、発話と
2回目の他者理解能力との相関について調べた。
その結果（Table3参照）、自由遊び場面での発話
総数は、その後の感情理解の視点獲得課題、誤信
念理解の説明課題の得点の高さとそれぞれ関連す
ることが示された。また、自由遊び場面での欲求

への言及が多いほど、その後の誤信念理解（予測
課題、説明課題）の得点が高いことが示された。
さらに、自由遊び場面でのふり発話の多さは、そ
の後の感情理解の視点獲得課題、誤信念理解の説
明課題の得点の高さとそれぞれ関連することが示
された。

４．他者理解能力の伸びとの関連
　子どもの他者理解能力と自由遊び場面での発話
との関連についてさらに詳細に検討するため、実
際に 4～ 5ヶ月の間に子どもの他者理解能力が

伸びたかどうかについて調べたところ（Table4参
照）、誤信念理解の予測課題以外の全ての課題に
おいて、2回目の得点の方が 1回目の得点よりも
有意に高いことが示された。

4 
 

 

 
Table3. 2 回目の他者理解能力と発話の相関  

 

 

〈2 回目の他者理解能力〉  

感情理解  

ラべリング 視点獲得  

欲求理解  誤信念理解  

予測  説明  

〈自由遊び場面での発話〉  

発話総数   

 

内的状態言葉  欲求  

        感情状態  

        思考状態  

 

見立て・ふり発話 見立て  

          ふり  

 

  .32     .48* 

  

 .28        .20 

  .39+       .37 

    .09        -.03 

 

    .10        .07 

    .27        .57** 

 

  -.05 

  

 .15 

  .02 

  -.13 

 

  .04 

  .20 

 

    .37      .63** 

    

.61**    .48* 

   -.16      .18 

    .13      .35 

 

    .11      .05 

    .32      .46* 

                                               ** p<.01, * p<.05, + p<.10  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 
 

 

 
Table4. 1 回目と 2 回目の他者理解能力の平均値の差の検定  

 〈1 回目〉  〈2 回目〉  

平均値 (SD)    平均値 (SD) 

 

   t 値  

〈他者理解能力〉  

感情理解  ラべリング  

       視点獲得  

 

欲求理解  

 

誤信念理解 予測  

       説明  

 

 10.43(2.66)    12.43(1.40) 

  16.62(5.11)    21.67(5.87) 

 

   2.95(1.83)     4.29(1.95) 

 

    .33(.58)       .52(.87) 

    .81(1.75)     1.52(1.99) 

 

3.62** 

5.19** 

 

2.70* 

 

 .89 

2.11* 

                                            ** p<.01, * p<.05  
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　そこで、子どもの一人一人の 2回目の他者理解
課題の得点から 1回目の他者理解課題の得点をそ
れぞれ差し引き、子どもの他者理解能力の「伸び」
とした。この他者理解能力の「伸び」と子どもの
月齢、性別との関連について調べたところ、月齢、
性別との間には有意な関連は見られなかった。
　次に、他者理解能力の「伸び」と自由遊び場面
での発話との関連について調べた結果（Table5参
照）、感情理解の視点獲得課題の「伸び」は発話

総数、ふり発話と関連すること、誤信念理解の予
測課題の「伸び」は発話総数、欲求への言及と関
連することが、それぞれ示された。そこで、発話
総数を制御変数とした偏相関を行ったところ、視
点獲得課題の「伸び」とふり発話との間には有
意ではないが正の相関がある傾向があり（r=.45, 

p<.10）、予測課題の「伸び」と欲求言葉への言及
との間には有意な正の相関がある（r=.50, p<.05）
ことが、それぞれ示された。

6 
 

 

 
Table5. 他者理解能力の伸びと発話の相関  

 

 

〈他者理解能力の伸び〉  

感情理解  

ラべリング 視点獲得  

欲求理解  誤信念理解  

予測  説明  

〈自由場面での発話〉  

発話総数   

 

内的状態言葉  欲求  

        感情状態  

        思考状態  

 

見立て・ふり発話 見立て  

          ふり  

 

  -.35     .51* 

  

 -.29       .33 

  -.18       .20 

    .07        .31 

 

    .13        .05 

    -.32       .64** 

 

 -.39+ 

  

-.05 

 -.28 

 -.05 

 

 -.03 

 -.25 

 

    .49*     .02 

    

.64**   -.07 

   -.01     -.06 

    .16     -.10 

 

    .15     -.16 

    .37     -.18 

                                               ** p<.01, * p<.05, + p<.10  

 

 考　察

　本研究では、集団生活に入ったばかりの幼稚園
年少児を対象に、他者理解能力の発達と仲間との
自由遊び場面での内的状態、ふりに関する発話と
の関連について、縦断的な検討を行った。
　他者理解能力の発達については、1回目と 2回
目の他者理解能力の平均値が誤信念理解の予測課
題以外の課題ですべて有意に高くなることが示
され、集団生活に入ってからわずか 4～ 5ヵ月の
間に子どもの他者理解能力が全般的に発達してい
くことが示唆された。他者の誤信念を理解する
ことは 4歳になるまでは難しいとされているが
（Wellman et al., 2001）、2回目の他者理解課題の
測定が行われた 10～ 11月には半数以上の子ども

が 4歳を過ぎていたため、誤信念課題の説明課題
においては理解が進み、得点が高くなった可能性
が考えられる。誤信念課題の予測課題では同様の
発達が見られなかったが、その理由として課題そ
のものの難しさが反映した可能性が考えられる。
同じ課題を用いた先行研究（Bartsch & Wellman, 

1989）においても、説明課題において 3歳児の
66%が誤信念理解を示したが、予測課題では誤
信念理解を示した子どもは 31%しかいなかった。
この理由として、説明課題は他者が誤信念に基づ
いた行動を行ったのを見せた上でその行動の理由
を説明させる課題であるが、予測課題は誤信念が
起こる状況のみを呈示し他者の行動を予測させる
課題であったため、より厳密な他者の誤信念に対
する理解が必要とされるため、誤信念理解が始ま
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る 3～ 4歳頃の子どもにとってはより難しい課題
だったのではないかと考えられる。
　他者理解能力と仲間との自由遊び場面での発話
との関連については、本研究では仲間とのやりと
りにおける欲求についての言及の重要性が示唆さ
れた。1回目の感情理解のラべリング課題、誤信
念理解の説明課題の得点の高さは仲間に対する欲
求の言及の多さに関連し、仲間への欲求への言及
の多さは 2回目の誤信念理解の予測課題、説明課
題両方の高さに関連することが示された。また、
1回目と 2回目の他者理解能力の間の得点の「伸
び」についても、欲求への言及が誤信念理解の予
測課題の「伸び」と有意に関連することが示され
た。先行研究では、3歳児の誤信念理解は友だち
とのペアでのやりとりにおける思考状態への言
及に関連することや（Brown, Donelan-McCall, & 

Dunn, 1996）、3歳児が母親とのごっこ遊び場面に
おいて欲求に多く言及することは欲求理解と関連
することが示されているが（園田 , 1999）、本研
究の結果は、年少児の感情理解、誤信念理解が仲
間との自由遊び場面での欲求への言及を媒介にし
て後の誤信念理解につながる、といった一連の流
れが存在する可能性を示唆していると考えられ
る。欲求は人の行為を決定する重要な要因の一つ
であるが、仲間とのやりとりにおいて自分とは異
なる他者の欲求に気付き、欲求への言及を行って
いくことは、より高度な他者の内的世界である誤
信念理解につながるのかもしれない。
　さらに本研究では、仲間とのふり遊びの中での
見立て発話、ふり発話についても取り上げて検
討を行った。その結果、1回目の感情理解のラべ
リング課題、欲求理解、誤信念理解の説明課題そ
れぞれの得点の高さが後のふり発話の多さに関連
し、ふり発話の多さは 2回目の感情理解の視点獲
得課題、誤信念理解の説明課題の得点の高さに関
連することが示された。このことから、他者理解
とふり遊びにおけるふり発話との間には密接なつ
ながりがある可能性があると考えられる。先行研
究では、他者理解能力とふり遊びの関連について、
40ヵ月時点での感情理解、誤信念理解は 7ヵ月
後の友だちとのふり遊びを含むコミュニケーショ
ンと関連すること（Slomkowski & Dunn, 1996）、

子どもが 33ヵ月時点で母親やきょうだいとふり
遊びを行うことは 40ヵ月時点での感情理解、誤
信念理解と関連すること（Youngblade & Dunn, 

1995）などがすでに示されている。これは、ふり
をすることは心の理解につながる多くのスキルを
必要とするため（例えば Leslie, 1987; Lillard, 1993

など）と考えられているが、本研究の結果から、
3歳頃の感情や誤信念理解は子どものふり遊びの
中のふり発話の多さにつながり、このようなふり
発話を行う経験を多く積み重ねることによって、
4歳以降に獲得する他者の誤信念に対する理解が
発達していく可能性が示唆されると考えられる。
　以上のように、本研究では他者理解能力が発達
していく年少児について検討し、集団生活が始ま
る最初の頃の感情理解、誤信念理解の能力がその
後の仲間との自由遊び場面における欲求への言
及、ふり発話の多さと関連し、それぞれの発話の
多さは 4歳以降に獲得される後の誤信念理解の能
力に関連することが示唆された。しかし、本研究
の対象の人数が少なかったため、相関による結果
しか示すことができなかったという問題が残る。
今後は対象の人数を増やし、他者理解能力が仲間
との内的状態についての会話につながり、内的状
態についての会話が後の他者理解能力へとつな
がっていく様相について、モデル図を用いた分析
を行っていく必要があるだろう。また、本研究に
おいて“ふり発話”の重要性が新たに指摘された
が、仲間との自由遊び場面の観察における発話し
か分析されていなかったため、発話が無くても誰
かのふりをするなど“ふり遊び”に従事している
時間についても検討を行い、“ふり遊び”に従事
していることそのものが重要なのか、あるいは遊
びの中で“ふりに関する発話”をしていることが
重要なのか、今後は詳細に明らかにしていかなけ
ればならないだろう。
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